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発行・乙訓の文化遺産を守る会

井
ケ
田
良
治
先
生
が
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
三
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
満
九
一
歳
と
五
カ
月
の
ご
生
涯
で

あ
る
。
ご
逝
去
の
こ
と
は
、
四
十
九
日
を
終
え
た
七
月
上

旬
、
奥
さ
ま
の
弘
子
様
か
ら
届
い
た
お
手
紙
で
は
じ
め
て

知
り
、
深
く
動
揺
し
た
。
誤
嚥
か
ら
肺
炎
を
お
こ
し
て
入

院
、
一
旦
は
肺
炎
の
治
療
を
終
え
て
退
院
支
援
の
病
棟
で

嚥
下
訓
練
や
、
栄
養
の
経
口
摂
取
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
お

ら
れ
た
が
、
小
さ
い
誤
嚥
を
く
り
返
し
再
び
肺
炎
を
発
症

さ
れ
、
重
篤
と
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
。

筆
者
は
、
一
九
六
三
年
に
同
志
社
大
学
文
学
部
の
文
化

史
学
専
攻
に
入
学
し
た
。
先
生
は
法
学
部
で
学
部
が
違
っ

て
い
た
が
、
全
学
の
学
生
が
参
加
す
る
同
志
社
大
学
歴
史

学
研
究
会
の
顧
問
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
そ
こ
で
学
生
生
活

の
大
半
を
送
っ
た
筆
者
は
、
一
年
生
の
と
き
か
ら
、
先
生

の
ご
指
導
を
う
け
る
。
と
く
に
、
歴
研
が
学
生
運
動
内
の

対
立
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
、
大
学
会
館
の
サ
ー
ク
ル
ボ

ッ
ク
ス
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
た
ま
り
場
の
確
保
や
運
営
に

苦
心
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
心
配
を
か
け
通
し
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
、
一
九
六
九
年
か

ら
同
志
社
高
校
、
一
九
七
六
年
か
ら
は
滋
賀
大
学
教
育
学

部
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
か
ら
は
神
戸
大
学
文
学
部
・
大

学
院
と
職
場
は
変
わ
っ
た
が
、
い
つ
も
先
生
の
的
確
な
ご

指
導
に
導
か
れ
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
。

修
士
論
文
を
書
い
て
い
た
と
き
な
ど
、
君
の
は
シ
カ
ゴ

の
ス
ト
リ
ッ
プ
だ
ね
と
い
わ
れ
た
。
場
末
の
ス
ト
リ
ッ
プ

小
屋
の
呼
込
み
に
ス
ケ
ベ
エ
心
を
か
き
立
て
ら
れ
、
一
ド

ル
、
さ
ら
に
一
ド
ル
と
巻
き
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
客
を
喩
え

に
、
問
題
設
定
は
面
白
そ
う
だ
が
、
思
わ
せ
振
り
な
文
章

で
答
え
を
次
々
先
送
り
し
、
肝
心
な
こ
と
は
何
も
論
証
さ

れ
な
い
ま
ま
ス
ト
ン
と
終
わ
り
中
身
が
な
い
、
と
批
評
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
思
い
だ
し
て
も
恥
ず
か
し
く
、
お
か
し

い
が
、
絶
妙
の
批
評
と
い
う
ほ
か
な
い
。

同
志
社
高
校
に
在
職
し
て
い
た
と
き
に
は
、
大
学
・
女

子
大
・
併
設
諸
校
を
ふ
く
め
た
オ
ー
ル
同
志
社
の
教
職
員

組
合
連
合
の
執
行
委
員
や
副
委
員
長
を
や
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ご
一
緒
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
組
合
の
会
議
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
四
条
河
原
町
の
焼
き
鳥
屋
に
い
っ
た
と
き
、

こ
こ
は
塩
で
焼
い
た
「
さ
ん
か
く
」
が
う
ま
い
の
だ
、
と

い
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
、
妙
に
記
憶
に
残
る
。
長
岡
京
市

史
編
さ
ん
の
時
は
大
山
崎
に
住
ん
で
お
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
仲
村
研
先
生
の
代
理
と
し
て
、
中
途
か
ら
中
世
担
当
の

専
門
委
員
に
な
り
、
副
委
員
長
の
ち
委
員
長
に
な
ら
れ
た

先
生
の
指
導
の
下
に
、
こ
と
に
あ
た
っ
た
。

先
生
は
、
旧
制
二
高
・
京
都
帝
国
大
学
・
同
旧
制
大
学

院
で
学
ば
れ
た
か
ら
、
そ
も
そ
も
筆
者
な
ど
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
広
く
深
い
学
識
を
そ
な
え
た
学
者
で
あ
る

の
は
当
然
だ
が
、
あ
る
機
会
に
大
学
の
研
究
室
を
訪
れ
た

と
き
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
に
購
入
さ
れ
た
羊
皮
紙
の
古
文

書
を
読
ん
で
お
ら
れ
た
の
で
、
い
つ
ラ
テ
ン
語
を
習
わ
れ

乙

訓

文

化
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た
の
で
す
か
と
質
問
す
る
と
、
学
生
時
代
と
、
こ
と
も
な

げ
に
い
わ
れ
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。

先
生
の
学
問
的
な
関
心
の
広
さ
や
研
究
に
向
か
わ
れ
る

と
き
の
柔
軟
な
姿
勢
は
ど
な
た
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う

が
（
そ
の
全
体
像
は
岩
野
英
夫
「
聞
書
・
わ
が
国
に
お
け

る
法
史
学
の
歩
み
（
二
）
─
─
井
ケ
田
良
治
先
生
に
お
聞

き
す
る
」『
同
志
社
法
学
』
五
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
が

便
利
）
、
法
制
史
の
比
較
研
究
、
歴
史
学
の
国
際
交
流
に
も

関
心
を
持
た
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
。
一

九
九
〇
年
開
催
の
第
一
七
回
国
際
歴
史
学
界
（
ス
ペ
イ

ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
）
で
は
、
河
音
能
平
氏
が
円
卓
会
議
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
時
代
の
手
稿
史
料
一

二
五
〇
─
一
三
三
三
」
で
「
中
世
日
本
に
お
け
る
軍
忠
状

文
書
様
式
の
成
立
」
を
報
告
さ
れ
、
日
本
中
世
史
の
研
究

者
多
数
が
参
加
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
先
生
が
イ
ギ

リ
ス
・
ダ
ラ
ム
大
学
の
ブ
リ
ッ
ト
ネ
ル
教
授
か
ら
の
手
紙

で
、
円
卓
会
議
を
成
功
さ
せ
る
た
め
日
本
か
ら
の
報
告
者

の
斡
旋
を
求
め
ら
れ
た
の
を
、
河
音
氏
に
相
談
さ
れ
た
こ

と
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
会
議
に
先
生
ご
自
身
は
参
加
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
参
加
者
の
た
め
に
、
ご
実
家
で
あ
る
仙
台

「
お
茶
の
井
ケ
田
」
ご
自
慢
の
、
水
で
出
せ
る
緑
茶
の
テ

ィ
ー
バ
ッ
ク

を
も
た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
た
河
音
報
告
の
準
備
の
た
め
に
、
一
九
八
九
年
か
ら

関
西
の
日
・
東
・
西
の
研
究
者
を
中
心
に
比
較
古
文
書
研

究
会
が
も
た
れ
、
そ
の
発
展
と
し
て
翌
年
末
か
ら
中
世
比

較
史
料
研
究
会
が
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る

（
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
一
・
井
ケ
田
良
治
「
中

世
比
較
史
料
学
を
め
ざ
し
て
」『
歴
史
学
研
究
』七
四
九
号
、

二
〇
〇
一
年
参
照
）。
ま
た
河
音
氏
が
、
御
成
敗
式
目
の
独

訳
・
英
訳
を
検
討
す
る
会
を
呼
び
か
け
ら
れ
、
そ
れ
に
ド

イ
ツ
法
制
史
・
日
本
法
制
史
・
日
本
中
世
史
・
法
思
想
史

学
・
ド
イ
ツ
語
学
・
日
本
語
学
・
律
令
学
に
興
味
の
あ
る

多
様
な
人
々
が
参
加
さ
れ
た
。
先
生
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も

常
連
・
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ほ
ぼ
皆
出
席
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
に
高
齢
者
に
多
い
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
い

う
脳
神
経
系
の
難
病
を
発
症
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
一
一
月

頃
か
ら
病
勢
の
進
行
が
顕
著
に
な
っ
た
と
聞
く
。
今
年
三

月
中
旬
に
た
ま
た
ま
長
岡
京
市
に
い
く
用
事
が
あ
り
、
久

し
ぶ
り
に
先
生
に
お
会
い
し
た
い
、
い
ま
を
措
い
て
も
う

機
会
が
な
い
と
強
く
思
っ
た
が
、
結
局
難
し
い
ご
病
気
だ

か
ら
ご
迷
惑
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
案
の
定
、
二

度
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
く
な
り
、
な
ぜ
も
っ
と

早
く
に
と
、
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

ず
っ
と
以
前
か
ら
、
健
康
に
も
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
注
意

を
は
ら
い
、
一
九
七
四
年
ご
ろ
だ
っ
た
か
、
健
康
食
品
と

し
て
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
紅
茶
キ
ノ
コ
を
培
養
し
て
、
面
白

が
っ
て
お
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ク
ラ

ブ
な
ど
に
も
通
わ
れ
て
、
千
メ
ー
ト
ル
を
楽
に
泳
が
れ
た

と
聞
く
あ
の
先
生
が
、
な
ぜ
病
に
倒
れ
た
の
か
と
不
思
議

で
す
ら
あ
る
。
大
学
院
生
の
こ
ろ
、
あ
る
長
い
会
議
の
休

憩
時
間
の
お
り
、
先
生
と
二
人
で
、
背
中
合
わ
せ
に
な
っ

て
交
互
に
相
手
を
か
つ
ぐ
「
ぎ
っ
こ
ん
ば
っ
た
ん
」
の
体

操
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
の
お
体
が
二
十
歳
代
前
半

の
筆
者
よ
り
、
ず
っ
と
柔
軟
な
の
に
、
び
っ
く
り
す
る
。

大
学
卒
業
時
の
歴
研
追
い
出
し
コ
ン
パ
の
と
き
、
後
輩

た
ち
の
は
な
む
け
の
寄
書
に
、
臨
席
頂
い
た
先
生
も
、「
あ

か
あ
か
と
一
本
の
み
ち
通
り
た
り

た
ま
き
わ
る
我
が
命

な
り
け
り
」（
斎
藤
茂
吉
）
と
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ

は
先
生
ご
自
身
の
生
き
方
、
そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
つ

つ
、
筆
者
に
も
そ
の
覚
悟
を
う
な
が
さ
れ
た
も
の
と
、
緊

張
と
う
れ
し
さ
で
体
が
震
え
た
。

先
生
が
二
〇
一
一
年
に
長
岡
京
市
の
文
化
功
労
賞
を
い

た
だ
か
れ
、
お
祝
い
の
会
が
あ
っ
た
と
き
、
末
席
で
祝
辞

を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
聖
書
の
「
一
粒
の
麦

も
し
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
、
た
だ
一
つ
に
て
あ
ら
ん
、

死
な
ば
多
く
の
実
を
結
ぶ
べ
し
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
第
一
二
章
二

四
節
）
の
言
葉
を
ひ
き
な
が
ら
、
先
生
の
人
生
は
、
こ
の

言
葉
の
よ
う
に
、
普
通
の
人
び
と
の
現
在
と
未
来
の
た
め

に
、
献
身
の
連
続
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
申

し
述
べ
た
。

以
前
か
ら
、
先
生
の
ご
生
涯
は
、
恵
ま
れ
た
才
能
と
お

立
場
を
、
ご
自
分
の
た
め
に
で
は
な
く
、
多
く
の
人
び
と

の
た
め
に
、
惜
し
み
な
く
費
や
さ
れ
た
も
の
、
と
思
っ
て

い
た
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
自
然
に
出
て
き
た
。
筆
者
も
そ

の
一
人
と
し
て
、
ご
指
導
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
じ
つ
に
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幸
運
で
あ
っ
た
と
思
う
。

先
生
は
い
ま
、
東
福
寺
南
谷
の
塔
頭
・
正
覚
庵
の
樹
木

葬
墓
地
（
法
洲
苑
）
で
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。
正
覚
庵
は
伊

達
家
四
代
伊
達
正
依
が
開
基
し
た
寺
で
あ
る
。
と
き
お
り

仙
台
の
思
い
出
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
が
、「
お
茶
の
井
ケ
田
」

に
は
、
東
北
帝
国
大
学
の
先
生
方
が
、
大
学
の
帰
り
に
来

店
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
る
と
き
日
本
思
想
史
で
著
名

な
村
岡
典
嗣
氏
か
ら
、
店
頭
の
立
ち
話
で
、
学
問
す
る
な

ら
京
都
に
行
け
と
い
わ
れ
た
、
と
伺
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

仙
台
ゆ
か
り
の
墓
地
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
京
都
で
長
い
歳

月
を
過
ご
さ
れ
た
先
生
に
あ
っ
て
も
、
故
郷
へ
の
愛
惜
は

格
別
な
の
だ
、
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仙
台
ゆ

か
り
の
地
で
、
や
す
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

（
元
乙
訓
文
化
遺
産
を
守
る
会
会
長
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

冠
省  

今
年
も
師
走

多
事
で
変
化
の
大
き
な
年
で
し

た
。
来
年
は
明
る
く
成
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
八
丁
み
そ
」

大
好
物
な
の
で
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
…
…
…
（
後

略
）

                      

井
ヶ
田
良
治

 
 

 
 

 

私
は
長
ら
く
大
山
崎
町
在
住
で
し
た
が
、
現
在
は
出

身
地
の
三
河
安
城
に
住
ん
で
い
ま
す
。
十
年
ほ
ど
前
、

井
ヶ
田
先
生
を
は
じ
め
古
文
書
部
会
の
皆
さ
ん
を
三
河

の
歴
史
探
訪
に
御
案
内
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
帰

り
に
岡
崎
の
八
丁
味
噌
の
工
場
に
寄
り
ま
し
た
が
、
そ

の
折
、
先
生
が
八
丁
味
噌
を
買
わ
れ
る
の
を
見
て
い
ま

し
た
。

三
十
年
近
く
先
生
に
古
文
書
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

何
も
お
礼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
さ
さ
や
か
な
お
礼
と
し
て
、
暮
に
八
丁
味

噌
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
そ
の
折
に
冒
頭
の
礼
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
事
に
私
の
宝
物
と
し
て
私
の
机
に

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

の
ち
に
豊
田
市
の
郷
土
資
料
館
に
先
生
の
甥
御
さ
ん

の
収
集
品
の
展
示
を
見
る
た
め
に
再
度
先
生
を
御
案
内

し
ま
し
た
。
そ
の
折
に
先
生
が
八
丁
味
噌
を
好
ま
れ
る

わ
け
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
前
に
京
都
の
料

亭
の
主
人
と
対
談
さ
れ
た
お
り
、
味
噌
は
、
あ
わ
せ
味

噌
が
一
番
お
い
し
い
と
の
教
示
が
あ
っ
て
、
先
生
の
故

郷
の
仙
台
味
噌
と
八
丁
味
噌
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
三
河
人
と
し
れ
は
、
う
れ

し
い
限
り
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
案
内
の
お
礼
に
先
生
の
御
著
書
『
日
本

法
社
会
史
を
拓
く
』（
部
落
問
題
研
究
所
）
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は

「
今
で
は
、
思
想
や
精
神
的
誇
り
で
は
飯
は
食
え
な

い
と
い
う
の
で
、
す
べ
て
が
経
済
的
効
率
主
義
の
虜
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
精
神
的
内
面
的
権
威
の
復
活
な
し

に
は
新
し
い
日
本
の
未
来
は
開
け
の
で
は
ま
い
か
と
い

う
気
が
し
ま
す
」
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。
心
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
浅
田
さ
ん
、
学
校
は
今
大
変
で
す
か
。
今
日
は
い

つ
も
よ
り
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
」
私
が
勤
め

て
い
た
学
校
が
暴
力
問
題
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
た
こ
と
に
心
を
い
た
め
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。

感
謝
は
、
言
葉
と
し
て
は
言
い
尽
せ
な
い
の
で
す
が
、

今
は
先
生
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

井
ケ
田
先
生
の
思
い
出

            

浅
田
和
成

（
古
文
書
部
会
）
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も
う
少
し
、
三
河
か
ら
古
文
書
部
会
に
通
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

乙
訓
地
域
は
、
こ
の
二
年
の
間
に
の
あ
る
二
人
の
歴
史

研
究
者
を
失
っ
た
。
脇
田
晴
子
先
生
、
二
〇
一
六
年
九
月

二
七
日
逝
去
。
享
年
八
二
歳
。
脇
田
修
先
生
、
二
〇
一
八

年
三
月
七
日
逝
去
。
享
年
八
六
歳
。
日
本
中
世
史
を
専
門

と
す
る
晴
子
先
生
と
、
日
本
近
世
史
を
専
門
と
す
る
修
先

生
は
、
日
本
史
研
究
を
牽
引
し
続
け
た
研
究
者
夫
妻
で
あ

っ
た
。

修
先
生
は
、
一
九
三
一
年
に
大
阪
市
で
生
ま
れ
、
旧
制

北
野
中
学
校
を
四
年
で
修
了
し
、
旧
制
大
阪
高
等
学
校
か

ら
京
都
大
学
文
学
部
、
そ
し
て
大
学
院
へ
と
進
学
し
た
。

晴
子
先
生
は
、
一
九
三
四
年
に
西
宮
で
生
ま
れ
、
大
阪

の
北
野
高
校
、
神
戸
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
両
親
の
猛

反
対
を
押
し
切
っ
て
京
都
大
学
大
学
院
へ
進
学
し
、
そ
こ

で
修
先
生
と
出
会
っ
た
。

「
初
め
て
の
デ
ー
ト
は
東
洋
亭
で
し
た
」
と
、
晴
子
先

生
の
お
葬
式
で
修
先
生
は
お
話
し
さ
れ
、
涙
に
く
れ
て
い

た
参
列
者
の
微
笑
み
を
誘
っ
た
。
一
方
、
晴
子
先
生
は
、

修
士
論
文
で
中
世
近
江
の
商
業
史
に
取
り
組
む
つ
も
り
だ

と
研
究
室
で
の
お
し
ゃ
べ
り
の
時
に
言
っ
た
ら
、
脇
田
修

さ
ん
が
「
あ
あ
、
僕
は
今
堀
も
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
付
い
て
い
っ
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
た
か
ら
現
地
調
査

に
一
緒
に
行
っ
た
の
だ
、
と
語
っ
て
い
た
（
「
脇
田
晴
子
先

生
文
化
勲
章
授
章
記
念
講
演
会

私
と
滋
賀
、そ
し
て
女
性

史
研
究
」
聞
き
手
：
京
樂

真
帆
子
、『
人
間
文
化
』（
滋
賀

県
立
大
学
）
第
三
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）。
東
洋
亭
で
の
会

食
と
、
今
堀
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ど
ち
ら
が
先
な

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
て
大
学
の
研
究
室
で
出
会

っ
た
二
人
は
結
婚
し
、
一
九
六
〇
年
に
新
居
を
京
都
府
向

日
市
寺
戸
に
構
え
た
。
そ
れ
か
ら
最
晩
年
に
神
戸
に
移
る

ま
で
、
ず
っ
と
乙
訓
の
住
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
脇
田

先
生
夫
妻
の
膨
大
な
数
の
論
文
・
著
書
、
編
著
は
、
こ
こ

乙
訓
で
構
想
さ
れ
、
練
ら
れ
、
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
（
厳
密
に
は
、
大
学
の
研
究
室
や
信
州
の
別
荘

な
ど
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
）。

晴
子
先
生
は
、
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』（
御

茶
の
水
書
房
、
一
九
六
九
年
）
を
は
じ
め
、『
日
本
中
世
都

市
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
の
都
市

論
、
『
日
本
中
世
女
性
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
二
年
）
と
い
っ
た
女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
、

『
女
性
芸
能
者
の
源
流
』
（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
、

『
日
本
中
世
被
差
別
民
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

年
）
、『
天
皇
と
中
世
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

と
い
っ
た
、
芸
能
史
・
身
分
制
論
・
天
皇
制
論
な
ど
多
彩

な
研
究
成
果
を
世
に
問
わ
れ
た
。
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、

古文書部会   最前列 中央が 井ヶ田先生

脇
田
修
先
生

脇
田
晴
子
先
生

を
悼
む

                     
   

京
樂
真
帆
子
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二
〇
〇
五
年
に
文
化
功
労
者
、
二
〇
一
〇
年
に
文
化
勲
章

を
受
章
し
た
。
教
育
者
と
し
て
も
、
橘
女
子
大
学
（
現
、

京
都
橘
大
学
）
、
鳴
門
教
育
大
学
、
大
阪
外
国
語
大
学
（
現
、

大
阪
大
学
）、
滋
賀
県
立
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
、
後
進

の
指
導
に
当
た
っ
た
。
海
外
の
研
究
者
と
の
交
流
も
深
く
、

晴
子
先
生
の
教
え
を
受
け
た
研
究
者
は
世
界
で
活
躍
し
て

い
る
。

た
だ
、
晴
子
先
生
が
「
こ
れ
が
最
後
の
仕
事
」
だ
と
、

準
備
し
て
お
ら
れ
た
通
史
『
日
本
女
性
史
』
が
完
成
し
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
本
の
構
成
は
、

「
脇
田
晴
子
氏
遺
稿
：
『
（
仮
）
日
本
女
性
史
』
目
次
」
と

し
て
、『
女
性
史
学
』
第
二
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

修
先
生
は
、
『
近
世
封
建
社
会
の
経
済
構
造
』
（
御
茶
の

水
書
房
、
一
九
六
三
年
）
を
は
じ
め
、
都
市
史
（
『
近
世
大

坂
の
町
と
人
』
人
文
書
院
、
一
九
八
六
年
な
ど
）
や
部
落

史
（
『
近
世
身
分
制
と
被
差
別
部
落
』
部
落
問
題
研
究
所
、

二
〇
〇
一
年
な
ど
）
な
ど
の
視
点
か
ら
史
料
を
読
み
解
く

近
世
史
を
専
門
と
し
、「
太
閤
さ
ん
」
つ
ま
り
豊
臣
秀
吉
を

独
自
の
視
点
で
再
評
価
さ
れ
た
（『
秀
吉
の
経
済
感
覚

経

済
を
武
器
と
し
た
天
下
人
』
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
な

ど
）
。
修
先
生
が
組
み
立
て
た
、
織
田
信
長
は
“
中
世
”
に

留
ま
る
が
、
秀
吉
は
“
近
世
”
を
生
み
出
し
た
、
と
す
る

議
論
は
、
今
も
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

わ
か
り
や
す
い
文
章
で
大
坂
の
町
人
文
化
を
豊
か
に
描
き

上
げ
た
著
作
の
数
々
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
歴

史
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。
龍
谷
大
学
文
学
部
助
教
授
を
経

て
、
一
九
六
八
年
に
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
し
、

以
後
定
年
を
迎
え
る
一
九
九
四
年
ま
で
大
阪
大
学
で
教
育

に
あ
た
り
、
多
く
の
研
究
者
を
育
て
た
。
途
中
、
文
学
部

長
を
務
め
ら
れ
、
篤
い
人
望
を
背
景
に
、
管
理
職
の
遂
行

能
力
も
発
揮
さ
れ
た
。
の
ち
に
、
大
阪
大
学
出
版
会
会
長
、

大
阪
市
文
化
財
協
会
会
長
、
大
阪
歴
史
博
物
館
館
長
と
い

っ
た
「
長
」
を
歴
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
、
あ
ら
た
め
て
お
二
人
の
著
作
を
取
り
出
し
て
み
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
お
互
い
に
謝

辞
を
述
べ
合
っ
て
い
る
文
章
が
、
研
究
者
夫
婦
の
あ
り
か

た
の
一
つ
を
示
し
て
い
て
微
笑
ま
し
い
。

乙
訓
の
地
域
史
研
究
に
対
し
て
は
、
修
先
生
が
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
。
『
向
日
市
史
』（
下
巻
、
一
九
八
五
年
）
で

は
、
編
集
担
当
者
の
一
人
と
な
り
、「
第
一
章

近
世
社
会

の
成
立
」
を
執
筆
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
信
長
入
洛
や
物
集

女
氏
滅
亡
と
い
っ
た
著
名
な
事
件
か
ら
書
き
起
こ
し
、
近

世
領
主
に
よ
る
地
域
支
配
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら

に
、
向
日
町
に
生
き
る
人
々
の
生
活
を
描
き
出
す
と
い
う
、

地
域
史
研
究
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

修
先
生
、
晴
子
先
生
の
共
同
執
筆
と
い
え
ば
、『
物
語
京

都
の
歴
史

花
の
都
の
二
千
年
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八

年
）
が
ま
ず
は
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
、
乙
訓
に
関

す
る
も
の
と
し
て
、『
京
都
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
乙
訓

に
暮
ら
し
て

歴
史
家
夫
妻
の
往
復
書
簡
」（
二
〇
一
一
年

一
月
八
日
～
一
〇
月
一
日

毎
月
二
回
土
曜
日
掲
載
、
全

一
九
回
）
を
挙
げ
た
い
。
修
先
生
か
ら
の
往
便
（
奇
数
回
）

で
の
問
い
か
け
に
、
晴
子
先
生
が
応
え
る
（
偶
数
回
）
と

い
う
形
式
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

「
①
向
日
町
と
の
ご
縁
」
、「
②
文
書
そ
の
ま
ま
の
現
場
に
」

で
乙
訓
の
概
要
を
説
明
し
、「
⑦
信
長
入
洛
と
乙
訓
」
、「
⑧

乙
訓
の
国
人
た
ち
」
で
乙
訓
な
ら
で
は
の
歴
史
が
語
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、「
⑪
長
岡
京
跡
の
発
見
」
で
古
代
史
に
も
目

配
り
し
、「
⑭
村
落
の
宗
教
的
結
合
」
で
筆
は
民
俗
芸
能
に

も
及
ぶ
。
博
覧
強
記
の
お
二
人
な
ら
で
は
の
企
画
で
あ
り
、

お
二
人
の
声
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
な
平
易
な
文
章
に
よ

っ
て
、
乙
訓
の
歴
史
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
か
き
た
て
ら
れ

る
。第

一
九
回
は
「
秀
吉
、
利
休
、
そ
し
て
待
庵
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、「
中
世
の
文
化
に
詳
し
い
晴
子
さ
ん
は
、
利

休
ら
の
茶
の
湯
が
秀
吉
の
天
下
統
一
に
果
た
し
た
役
割
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。」
と
の
修
先
生
の
問
い
か
け
で
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
晴
子
先
生
の
応
答
を
読
み

た
か
っ
た
、
と
今
し
み
じ
み
と
思
う
。

最
後
に
、
個
人
的
な
思
い
出
を
披
露
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
い
。

同
じ
分
野
の
研
究
者
と
結
婚
し
た
わ
た
し
に
と
っ
て
、

脇
田
先
生
夫
妻
は
目
指
す
べ
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
の
結
婚
披
露
宴
で
「
研
究
者
同
士
で
結
婚
す
る
な
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ん
て
！
」
と
厳
し
く
も
愛
に
満
ち
た
祝
辞
を
述
べ
た
指
導

教
員
の
一
人
を
睨
み
つ
け
て
く
れ
た
の
は
、
晴
子
先
生
で

あ
る
（
そ
の
Ａ
先
生
が
思
わ
ず
洩
ら
し
た
「
あ
、
し
ま
っ

た
・
・
・
」
と
い
う
一
言
を
マ
イ
ク
が
拾
い
、
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
記
録
さ
れ
て
い
る
）
。
晴
子
先
生
は
、
こ
と
あ

る
毎
に
「
研
究
者
同
士
の
生
活
は
、
自
分
の
研
究
時
間
の

確
保
が
大
き
な
課
題
で
、
日
々
が
戦
い
で
あ
る
」
と
教
え

て
下
さ
っ
た
。「
家
事
は
手
抜
き
を
し
て
で
も
、
研
究
時
間

を
ひ
ね
り
出
せ
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
。
と
は
い

え
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
粕
汁
な
ど
、
晴
子
先
生
が
ふ
る

ま
う
手
料
理
は
、
決
し
て
手
抜
き
で
は
な
く
、
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
。
脇
田
先
生
ご
夫
妻
は
、
家
事
を
知
人
に
委

託
す
る
と
と
も
に
、
き
ち
ん
と
分
担
も
な
さ
っ
て
い
た
ら

し
い
。
実
際
、
脇
田
先
生
の
お
宅
で
の
研
究
会
の
時
、
台

所
で
修
先
生
が
食
後
の
皿
洗
い
を
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
何

度
も
目
撃
し
た
（
そ
の
様
子
を
し
つ
こ
く
聞
か
さ
れ
た
か

ら
か
、
わ
た
し
の
夫
は
、
皿
洗
い
は
出
来
る
）。

晴
子
先
生
は
、
悩
み
苦
し
む
女
性
研
究
者
た
ち
を
鼓
舞

し
て
こ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、「
自
分
の
研
究
を
み
ん
な
が

理
解
し
て
く
れ
な
く
て
も
、
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
。
簡

単
に
理
解
さ
れ
る
研
究
は
、
す
ぐ
に
古
び
て
し
ま
う
。
新

し
い
、
意
義
あ
る
研
究
は
、
そ
う
易
々
と
み
ん
な
に
理
解

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
厖
大
な
研
究

蓄
積
に
立
ち
向
か
っ
て
悪
戦
苦
闘
す
る
若
手
の
励
み
に
な

る
も
の
だ
っ
た
。
脇
田
先
生
の
自
宅
で
開
催
さ
れ
る
勉
強

会
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
学
び
の
場

で
あ
っ
た
。
阪
急
東
向
日
駅
か
ら
脇
田
邸
に
向
か
っ
て
西

国
街
道
の
坂
を
上
っ
て
い
く
道
、
あ
る
い
は
、
長
岡
京
市

の
自
宅
か
ら
自
転
車
で
向
か
う
途
中
の
五
辻
の
景
色
も
、

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

晩
年
、
晴
子
先
生
の
記
憶
が
混
乱
し
始
め
た
頃
、
わ
た

し
を
院
生
と
勘
違
い
な
さ
っ
た
晴
子
先
生
は
、「
勉
強
す
る

の
よ
、
と
に
か
く
、
勉
強
す
る
の
よ
」
と
力
を
込
め
て
お

っ
し
ゃ
っ
た
。
大
学
で
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
わ
た
し

の
心
に
、
こ
の
言
葉
は
突
き
刺
さ
っ
た
。
学
部
長
な
ど
様
々

な
「
長
」
の
職
を
全
う
し
な
が
ら
も
、
研
究
の
手
を
緩
め

な
か
っ
た
修
先
生
を
も
見
習
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
病
状
が
進
ん
で
か
ら
、
わ
た
し
が
論
文

の
抜
き
刷
り
を
お
持
ち
し
た
時
、
修
先
生
が
「
晴
子
に
渡

し
て
ご
ら
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
わ
た
し
が
晴
子
先
生

の
手
元
に
そ
っ
と
置
い
た
ら
、
無
言
の
ま
ま
、
動
か
ぬ
右

手
で
冊
子
を
押
さ
え
、
動
く
左
手
で
順
番
に
頁
を
め
く
り

始
め
ら
れ
た
。
目
は
、
文
字
を
追
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
手
の
動
き
、
そ
れ
は
、
文
献
史
学
研
究
者

が
、
史
料
を
一
枚
一
枚
繰
っ
て
い
く
姿
だ
っ
た
。
わ
た
し

は
、「
あ
あ
、
研
究
は
身
体
化
す
る
の
だ
」
と
感
動
し
た
の

だ
っ
た
。

向
日
市
寺
戸
の
ご
自
宅
は
、
大
き
な
書
庫
を
備
え
た
一

九
六
〇
年
な
ら
で
は
の
味
の
あ
る
建
築
で
、
庭
の
木
々
も

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
た
（
修
先
生
が
庭
木
の
剪
定
を

な
さ
る
姿
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
）
。
何
が
理
由
だ
っ
た

か
は
忘
れ
た
が
、
一
度
（
た
っ
た
一
度
で
あ
る
）、
晴
子
先

生
に
き
つ
く
叱
ら
れ
た
わ
た
し
が
泣
く
し
か
な
か
っ
た
時
、

修
先
生
が
様
子
を
見
に
来
て
、
そ
っ
と
帰
ら
せ
て
下
さ
っ

た
あ
の
部
屋
も
、
あ
の
建
物
も
、
今
は
も
う
な
い
。
長
岡

京
の
京
域
内
に
当
た
り
、
ま
た
、
西
国
街
道
に
近
い
あ
の

土
地
は
、
い
ず
れ
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ど

う
い
う
遺
跡
や
遺
物
が
出
て
来
る
か
、
歴
史
研
究
者
と
し

て
は
楽
し
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
を
知
れ
ば
一

番
喜
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
脇
田
先
生
ご
夫
妻
が
も
う
お
ら
れ

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
悲
し
い
。

心
か
ら
、
お
二
人
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
滋
賀
県
立
大
学

教
授
）

脇田先生ご夫妻  （写真提供 脇田成さま）
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湯
浅
克
二
さ
ん
の
訃
報
を
聞
い
た
の
は
、
亡
く
な
っ
て

暫
く
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
梅
ヶ
丘
の
お
宅
に
電
話
し
て

息
子
さ
ん
と
つ
な
が
り
、
晩
年
の
様
子
を
お
窺
い
す
る
と

が
で
き
た
。
奥
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
息
子
さ
ん
も
家
を
離

れ
ら
れ
て
お
り
、
先
年
体
調
を
崩
さ
れ
て
か
ら
は
、
不
自

由
な
独
り
暮
ら
し
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

湯
浅
さ
ん
は
守
る
会
の
創
立
時
の
よ
び
か
け
人
の
一
人

で
、
著
名
な
方
々
の
な
か
に
「
若
者
代
表
」
の
よ
う
な
立

ち
位
置
で
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
守
る
会
と
言
え
ば
、

つ
と
に
長
岡
京
発
掘
の
顔
と
し
て
の
中
山
修
一
先
生
や
事

務
局
長
の
小
林
清
先
生
の
活
躍
が
あ
げ
ら
れ
る
。
歴
史
の

専
門
で
な
い
湯
浅
さ
ん
を
覚
え
て
い
る
人
は
今
は
少
な
く

な
っ
た
が
、
創
立
当
初
の
会
誌
『
乙
訓
文
化
遺
産
』・
会
報

『
乙
訓
文
化
』
の
編
集
を
、
小
林
さ
ん
を
扶
け
て
一
手
に

ひ
き
う
け
、
紙
面
の
割
り
付
け
や
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
を
描

き
、
印
刷
所
へ
の
往
復
な
ど
の
裏
方
を
引
き
受
け
て
い
た

の
が
湯
浅
さ
ん
だ
っ
た
と
思
う
。

守
る
会
の
青
少
年
の
つ
ど
う
「
日
曜
部
会
」
で
は
、
ち

ょ
っ
と
年
上
で
あ
り
、
歴
史
と
い
っ
て
も
「
発
掘
」
と
は

直
接
か
か
わ
っ
て
な
い
か
ら
か
、「
わ
が
道
を
行
く
」
タ
イ

プ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
こ
ろ
湯
浅
さ
ん
長
岡
京
の
「
三
菱
製
紙
（
さ
ん
か

み
と
言
っ
て
い
た
）」
に
勤
め
て
い
た
が
、
合
理
化
や
労
働

条
件
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
い
労
働
争
議
の
な
か
、

湯
浅
さ
ん
も
そ
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
闘
い

の
一
環
と
し
て
巾
ひ
ろ
い
市
民
運
動
と
む
す
ん
だ
と
り
く

み
と
し
て
、
文
化
運
動
と
の
連
携
が
模
索
さ
れ
て
い
た
頃

で
も
あ
っ
た
。
湯
浅
さ
ん
が
「
守
る
会
」
の
創
立
メ
ン
バ

ー
の
ひ
と
り
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
背
景
が

あ
っ
た
と
思
う
（
詳
し
い
話
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

の
だ
が
）
。

中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
岡
山
県
真
庭
市

は
、
２
０
０
５
年
（
平
成
１７
）
に
９
町
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
比
較
的
新
し
い
市
で
す
。
市
役
所
が
置
か
れ

て
い
る
旧
久
世
町
域
に
大
字
目
木
地
区
西
口
集
落
が

あ
り
ま
す
。

湯
浅
克
二
さ
ん
の
思
い
で

               
      

長
谷
川
澄
夫     

岡
山
県
真
庭
市
目
木

西
口
地
区
文
書
調
査

      
             

古
文
書
部
会       

西口地区遠景
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先
年
に
退
職
さ
れ
、
こ
の
地
に
帰
郷
さ
れ
た
「
乙
文
」

会
員
の
中
尾
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
、
地
区
に
伝
わ

る
古
文
書
を
整
理
し
た
い
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
旨
、

古
文
書
部
会
に
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
２
０
１
８
年
８
月
末
に
同
人
７
人
が
現

地
西
口
を
訪
ね
、
二
日
に
わ
た
っ
て
文
書
の
調
査
を
し

ま
し
た
。
中
尾
さ
ん
の
「
近
く
に
湯
原
温
泉
が
あ
り
ま

す
」
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
た
の
は
無
論
で
す
。

西
口
文
書
は
、
江
戸
期
か
ら
昭
和
３０
年
代
ま
で
１
８

０
余
年
間
に
わ
た
る
も
の
で
、
お
よ
そ
５０
点
。
「
緊
要

書
類

米
来
村
」
と
表
書
き
さ
れ
た
桐
箱
に
収
め
ら
れ

て
あ
り
、
文
書
の
他
に
、
帳
簿
、
手
帳
、
預
金
通
帳
、

各
種
領
収
証
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

中
尾
さ
ん
が
事
前

に
分
類
さ
れ
て
い

た
の
で
、
調
査
と
し

て
は
そ
れ
に
沿
い

各
文
書
の
作
成
年
、

内
容
、
差
出
人
と
受

取
人
な
ど
を
書
き

出
し
、
短
い
文
書
は

そ
の
場
で
翻
刻
す

る
こ
と
で
し
た
。

土
地
柄
、
江
戸
期
の
文
書
は
木
材
、
秣
（
ま
ぐ
さ
）
、

柴
、
肥
料
と
し
て
の
落
ち
葉
な
ど
を
調
達
す
る
山
間
入

会
地
（
い
り
あ
い
ち
）
＝
共
有
地
＝
を
巡
る
他
村
と
の

紛
争
、
つ
ま
り
山
論
（
さ
ん
ろ
ん
）
関
係
の
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
例
え
ば
、

①

『
乍
恐
奉
御
訴
訟
候
事
』（
訴
訟
方
）
目
木
村
半

左
衛
門

他
一
名
、（
相
手
）
上
河
内
村
庄
蔵
他
一
名
、
内

容
は
「
肥
原
山
拝
領
苅
取
出
入
～
」（
天
保
五
年
）

②

『
乍
恐
奉
指
上
返
答
書
』
目
木
村
庄
屋
良
右
衛

門
ほ
か
か
ら
久
世
御
役
所
宛
て
、
内
容
は
「
組

合
十
四
ヶ
村
肥
柴
草
刈
口
明
の
件
～
」（
安
永
六

年
）

③

『
出
入
済
口
証
文
之
事
』
作
州
大
庭
郡
山
久
世

村
年
寄
与
三
次
、
百
姓
代
又
右
衛
門
、
庄
屋
冨

太
郎
か
ら
久
世
御
役
所
宛
て
「
三
坂
村
よ
り
山

久
世
村
ニ
掛
リ
山
論
済
口
証
文
写
～
」（
文
化
六

年
）
、

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
訴
状
、
反
論
、
済
状
＝
解
決
の
確

認
書
＝
な
ど
で
す
。

明
治
以
降
の
書
類
は
、
係
争
に
か
か
わ
る
も
の
は
無

く
、
共
有
地
に
関
す
る
村
内
の
申
し
合
わ
せ
や
、
地
図

な
ど
が
目
立
ち
ま
す

が
、
山
の
草
取
り
場
所
な
ど
の
入
会
地
に
触
れ
た
文

書
は
昭
和
２０
年
代
ま
で
続
き
ま
す
。
推
測
で
す
が
、
当

時
の
農
林
業
に
と
っ
て
貴
重
な
動
力
で
あ
っ
た
牛
馬

の
餌
の
確
保
は
、
村
民
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

そ
れ
以
後
は
、
地
区
の
土
木
工
事
の
費
用
に
つ
い
て

の
書
類
な
ど
に
な
り
、
こ
れ
ら
は
現
代
史
資
料
で
あ
る

の
で
特
別
な
解
読
力
は
不
要
、
私
た
ち
古
文
書
部
会
メ

ン
バ
ー
は
用
な
し
で
す
。

同
人
の
長
谷
川
さ
ん
は
、
乙
文
現
代
史
部
会
を
も
主
宰

さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
２９
年
に
『
請
書
』
と
い
う
文
書
が

あ
っ
て
、
こ
れ
は
西
口
地
区
代
表
者
が
村
か
ら
松
茸
採

り
権
利
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
契
約
書
で
、
そ
の
金
額

は
な
ん
と
１
０
０
円
で
し
た
！

当
時
こ
の
あ
た
り
で
松
茸
は
二
束
三
文
だ
っ
た
と
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い
う
証
し
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
久
世
の
西
隣
、
中
国
勝
山
の
古
い
町
並
み
と

造
り
酒
屋
の
景
観
、
湯
原
温
泉
の
泉
質
も
つ
い
で
に
調

査
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
良
好
で
し
た
。

（
古
文
書
部
会

井
上
喜
雄
）

三
宅
安
兵
衛
遺
志
碑
（
以
下
、
遺
志
碑
）
と
は
、
京
都

で
織
物
商
を
営
ん
だ
三
宅
安
兵
衛
の
息
清
治
郎
が
、
父
の

遺
志
に
基
づ
い
て
京
都
市
か
ら
南
山
城
に
か
け
て
の
名
所

旧
跡
に
建
碑
し
た
も
の
で
あ
る
。
建
碑
の
時
期
は
大
正
一

〇
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
の
一
〇
年
に
わ
た
り
、
そ
の
数

は
四
〇
〇
基
近
く
に
の
ぼ
る
。

遺
志
碑
は
、
近
代
に
お
け
る
史
蹟
認
識
を
考
え
る
う
え

で
も
貴
重
な
史
料
で
、
中
村
武
生
「
京
都
三
宅
安
兵
衛
・

清
治
郎
父
子
建
立
碑
と
そ
の
分
布
」（
『
花
園
史
学
』
第
二

二
号
、
二
〇
〇
一
年
）
に
そ
の
概
要
は
す
で
に
提
示
さ
れ

て
い
た
が
、
遺
志
碑
の
全
て
が
完
全
に
把
握
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
中
村
論
文
が
発
表
さ
れ

て
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
遺
志
碑
が
そ

の
後
に
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
遺
志
碑
の
「
現
在
」
を

把
握
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
編
ま
れ
た
の
が
本
書
と
な

る
。
本
書
に
は
、
把
握
で
き
た
遺
志
碑
が
全
て
カ
ラ
ー
写

真
で
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
地
・
建
立
年
・
寸
法
・

碑
文
な
ど
の
情
報
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
現
地
を

訪
ね
る
際
に
は
極
め
て
有
益
な
手
引
き
書
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
と
同
時
に
、
遺
志
碑
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
も
あ
っ

て
文
化
財
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
た
め
、

現
状
を
可
能
な
限
り
把
握
し
た
本
書
は
、
保
存
へ
の
意
識

高
揚
を
図
る
う
え
で
も
少
な
か
ら
ぬ
意
義
の
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

惜
し
む
ら
く
は
、
遺
志
碑
の
所
在
を
明
示
し
た
地
図
が

部
分
的
に
し
か
付
随
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
所
在
を

明
示
し
て
お
く
こ
と
は
、
現
地
を
訪
ね
る
際
の
手
引
き
と

い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、
文
化
財
保
存
の
観
点
か
ら
も
有

効
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
く
い
う
私
も
、
か
ね
て
よ
り
遺
志
碑
に
関
心
を
寄
せ

て
お
り
、
多
く
を
目
に
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
た
び
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
通
覧
す

る
と
、
新
た
な
気
付
き
が
い
ろ
い
ろ
と
出
て
き
た
。
そ
の

最
た
る
は
、
必
ず
し
も
画
一
的
で
は
な
く
、
思
い
の
ほ
か

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
の
史
料
を
収
集
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
た
だ
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
分
類
を
す
る
な

り
、
多
少
の
考
察
は
欲
し
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
本
書
が
多
く
の
労
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
遺

志
碑
の
有
益
な
手
引
き
書
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な

調査参加の古文書部会メンバー

『
三
宅
安
兵
衛
遺
志
碑
』

（
二
〇
一
八
年
）

む
こ
う
ま
ち
歴
史
サ
ー
ク
ル
石
造
物
班
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い
。
し
か
も
驚
く
べ
き
は
、
七
〇
歳
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー

が
二
〇
一
五
年
か
ら
作
業
を
始
め
て
、
わ
ず
か
三
年
で
刊

行
に
漕
ぎ
着
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
遺
志
碑

と
と
も
に
、
地
図
や
考
察
な
ど
も
加
え
た
補
遺
編
が
改
め

て
刊
行
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
つ
い
期
待
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

             

（
大
阪
大
谷
大
学
准
教
授

馬
部
隆
弘
）

乙
訓
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化
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０
号

発
行
日

２
０
１
９
年
（
平
成
３
１
）
年
３
月
２
３
日

発
行
所

乙
訓
の
文
化
遺
産
を
守
る
会

事
務
局

長
谷
川
澄
夫

方

〒6
1
7

‐0
0
0
2

京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
西
野
辺
８

℡0
7
5
-
9
2
1-
2
0
5
4

／
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
//
o
t
u
b
u
n.
o
r
g

）

振
替
番
号

０
０
９
９
０-

８-

１
３
０
０
８
４

年
間
会
費

２
０
０
０
円


